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はじめに
「輸血療法の実施に関する指針」によると，「院内で
採取された血液（自己血採血を除く）の輸血について
は，日本赤十字社の血液センターから適切な血液の供
給体制が確立されている地域においては，特別な事情
のない限り行うべきではない（要約）．」とされている１）．
近年，院内採血の現状についての報告は見当たらない．
そこで，上記指針の妥当性を，過去，現在，将来の視
点から議論する．

1．院内採血の推移
二之宮は，厚生省血液研究事業の一つとして院内採
血のアンケート調査を実施し，1985年その結果を発表
した（表 1）２）．院内の全血採血実施率 68.8%，血小板採
血実施率 51.2%．院内採血の理由は，全血では，①新鮮
血の入手（53.2%），②小児用（12.3%），③医師の希望
（12.1%），④緊急・休日（2.9%），⑤止血効果の期待（2.6%），
⑥その他（16.9%）（図 1a），血小板採血では，①新鮮血
の入手（80.5%），②医師の希望（5.8%），③止血効果の
期待（5.6%），④緊急・休日（2.0%），⑤患者の希望（1.3%），
⑥その他（4.8%）であった（図 1b）．1985年当時，献
血は 200ml 全血採血しか行われておらず，その 70～80%
は赤血球，血漿，血小板の各成分製剤に，残りの 20～
30%が全血製剤に用いられたと推測される３）．また，供
給されていなかった高単位の血小板製剤は，専ら院内

採血で製造された．
1997年，長田らは東京および近県の医療施設に院内
採血のアンケート調査を実施した（表 1）４）．院内採血実
施率は 16.5%と，二之宮の報告より減少していた．院
内採血の主な理由は，①大量出血（15.1%），②緊急（11.8%），
③全血の入手（11.8%），④心臓の手術（10.8%），⑤肝
臓の手術（9.7%），⑥患者の希望（7.5%），⑦新生児（5.3%），
⑧成分由来血小板が必要（4.3%），⑨その他（23.7%）で
あった（図 2）．1995年当時，成分採血が軌道に乗り，
200ml と 400ml 全血採血の大部分は，赤血球と血漿の
各成分製剤のために使われ，全血として供給されたの
は数％に過ぎず，大量出血，心臓や肝臓の手術で投与
される新鮮血は，院内採血で製造されたと推測される３）．

2014年度血液製剤使用実態調査が行われ，その中に
院内採血に係わる質問が設けられた５）．それによると，
100床以上の医療施設での院内採血実施率 1.5％であり，
今だに少数の施設で院内採血が実施されていることが
判明した（表 1）．院内採血の主な理由は，①日本赤十
字社からの血液製剤の供給の遅れ，または在庫なし
（57.7％），②新鮮血が必要（3.8%），③その他（38.5%）
であった．院内採血された血液製剤の放射射線未照射
率 27.6%であった．

2．院内採血の適応
「輸血療法の実施に関する指針」によれば，院内採血
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図 1　アンケート調査による院内採血の現状（1985 年）

図 2　アンケート調査による院内採血の現状（1997 年）

表 1　アンケート調査に基づく院内採血の状況

報告
番号 報告者 報告年 アンケート

送付数 回答数（率%） 院内全血採血
実施数（率%）

院内血小板採血
実施数（率%）

文献
番号

1 二之宮景光 1985年 366 146（39.9%） 99（68.8%） 63（51.2%） 2
2 長田広司　他 1997年 906 478（53%） 79（16.5%）# ND 4
3 日本輸血・細胞治療学会 2014年 10,726 2,043（19.0%） 31（1.5%） ND 5

#，全血採血と限定されていない．

の適応は，①特殊な血液（顆粒球やリンパ球のほかヘ
パリン化血），②緊急時，③稀な血液型で母体血液を使
用せざるを得ない場合，④新生児同種免疫血小板減少
症（NAITP）で母親の血小板の輸血が必要な場合の 4
つが挙げられている（表 2）１）．以下，①～④について考

察する．
①特殊な血液（顆粒球やリンパ球のほかヘパリン化血）
顆粒球輸血のための顆粒球採取とドナーリンパ球輸
注療法のためのリンパ球採取には，ガイドラインが発
表されている６）．ヘパリン化血は，以前日赤からヘパリ



日本輸血細胞治療学会誌 第65巻 第 1号 105

表 2　院内採血が必要な場合と院内採血の不適切な使用

1．必要となる場合
1）特殊な血液
　日本赤十字社血液センターから供給されない顆粒球やリンパ球のほかヘパリン化血を，院内で用いる場合．
2）緊急時
　離島や僻地などで，日本赤十字社の血液センターからの血液の搬送が間に合わない緊急事態の場合．
3）稀な血液型で母体血液を使用せざるを得ない場合
4）新生児同種免疫血小板減少症（NAITP）で母親の血小板の輸血が必要な場合
2．不適切な使用
　 採取した当日に使用する血液（以下「当日新鮮血」という．）の輸血が望ましいと考えられてきた場合も，その絶対的適応はない．
　特に，以下の場合は院内血としての当日新鮮血を必要とする特別な事情のある場合とは考えられない．
1）出血時の止血
　ある程度以上の量の動脈あるいは静脈血管の破損による出血は，輸血によって止血することはできない．
　出血が血小板の不足によるものであれば血小板輸血が，また凝固障害によるものであれば凝固因子製剤や新鮮凍結血漿の輸血が適応となる．
2）赤血球の酸素運搬能
　通常の赤血球や全血中の赤血球の輸血で十分目的を達成することができる．
3）高カリウム血症
　採血後 1週間以内の赤血球や全血の輸血により発症することはまれである．
4）根拠が不明確な場合
　当日新鮮血液中想定される未知の因子による臨床効果を期待することは，実証的データのない以上，現状では不適切と考えるべきである．

ン加新鮮血液として発売されていた７）．4～6℃で保存し，
有効期間は採血後 24時間以内，体外循環装置を使用す
る手術時の循環血液または交換輸血に用いるとされて
いた．最近でも院内採血されたこの製剤が使われてい
るか明らかでない．
②緊急時
離島や僻地などで，日赤からの血液製剤の搬送が間
に合わない場合，自然災害で日赤からの血液製剤の搬
送に困難を来す場合である．後者では，近年大規模地
震や風水害時，献血ドナーの減少により製造された血
液製剤の減少と交通網の遮断による血液製剤の搬送困
難の事例が報告されている８）９）．
③稀な血液型で母体血液を使用せざるを得ない場合
古い論文ではあるが，Rh血液型陰性の母親から生ま
れた新生児に，母親の血液を輸血した事例が報告され
ている１０）．
④新生児同種免疫血小板減少症（NAITP）で母親の血

小板の輸血が必要な場合
最近の総説によると，新生児同種免疫性血小板減少
症に対する適合血小板が入手できない場合，母親から
採取されたアフェレーシス血小板を洗浄し，放射線照
射し，白血球を減少させた血小板の輸血は可能である
と記載されている１１）．本邦において，CD36欠損症妊婦
における新生児アイソ免疫性血小板減少症に，母体血
輸血を用いて管理し得た 1例が報告されている１２）．

3．院内採血された血液の不適正な使用
「輸血療法の実施に関する指針」によれば，採取した
当日に使用する血液（当日新鮮血）の絶対的適応はな
く，以下の場合は院内血としての当日新鮮血を必要と
する特別な事情のある場合とは考えられないとされて

いる（表 2）１）．具体的な項目として，①出血時の止血，
②赤血球の酸素運搬能，③高カリウム血症，④根拠が
不明確な場合の 4つが挙げられている．①については，
出血が血小板の不足によるものであれば血小板輸血が，
また凝固障害によるものであれば凝固因子製剤や新鮮
凍結血漿の輸血が適応となる．つまり，全血ではなく
成分輸血の原則である．近年，外傷や出産に伴う大量
出血に対するmassive transfusion protocol（MTP）が
導入されてきた１３）．この輸血療法は，決められた血液製
剤の比率で，各血液製剤を早期に投与すること（例え
ば，1：1：1）によって，凝固障害を是正し止血を計り，
生存率を改善させる輸血療法である．最近，本邦では
新鮮凍結血漿の解凍後の使用期限が，3時間から 24
時間に延長された．血小板濃厚液の使用期限が採血後
4日以内の制限はあるものの，以前よりMTPを導入し
易い環境となっている．②に関しては，長期保存によっ
て，赤血球の 2-3DPGの低下により赤血球の酸素運搬能
は低下し，赤血球膜が障害され赤血球形態が変化する
ことによって赤血球の寿命は短縮する１４）．その結果，長
期保存の赤血球輸血を受けた患者の生存率は低下する
可能性が指摘されていた．最近行われた多施設ランダ
ム化二重盲検比較試験の ABLE trialと INFORM trial
によると，両試験とも赤血球の保存期間は生存率に影
響を及ぼさなかった１５）１６）．従って，2～6℃で保存される
新鮮血と赤血球濃厚液の生存率に及ぼす効果は，同等
であると考えられる．③については，カリウム除去フィ
ルターを使用することによって高カリウム血症を予防
できる．④については，当日新鮮血液中想定される未
知の因子による臨床効果を期待することは，実証的デー
タのない以上，現状では不適切と考えるべきであると
記載されている．
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4．Warm fresh whole blood

Warm fresh whole blood（WFWB）とは，室温で保
存された新鮮血のことで，保存期間は 24時間から 48
時間以内と定義されることが多い１７）．WFWBは，米軍
のアフガニスタンやイラクの戦場外傷での大量出血に
対して用いられてきた．Spinellらは，WFWB，赤血球
濃厚液，新鮮凍結血漿の輸血を受けた戦時外傷の患者
と，赤血球濃厚液，血小板濃厚液，新鮮凍結血漿の成
分輸血を受けた患者を比較し，前者の方が生存率は高
いことを報告した１８）．その後，WFWBは，日常診療に
おける心臓の手術，新生児の心肺バイパス手術，外傷，
熱傷などに導入されている１７）．WFWBは，MTPの赤血
球濃厚液，血小板濃厚液，新鮮凍結血漿が 1：1：1に
相当する輸血療法であるが，MTPより優れた点が指摘
されている１９）．WFWBは，成分輸血よりドナー暴露が
少ない，膠質液による希釈性凝固を来し難い，常温保
存のため低体温血症を来さない，血漿凝固因子が保た
れている，アシドーシスを補正するなどの利点である．
一方，院内や医療現場で採血されるので，血液型や不
規則抗体検査が不十分，感染性因子を排除できない，
microchimerismを来す可能性，放射線照射を行わない
場合の輸血後 GVHDの可能性がある．オーストラリア
の Patient Blood Management Guidelinesによれば，
WFWBは臨床研究として行われる，または致死的な出
血で成分輸血が行い難い場合に限ると述べられている１７）．
WFWBが，通常の成分輸血より勝る輸血療法であるか
は，患者の病態別に利点と欠点の両方の視点から慎重
に検討すべきと考える．

5．院内採血の整備
適正な院内採血を実施するためには，相応しい体制，
設備，検査，手順書などを予め用意しておく必要があ
る．日本未熟児新生児学会から，「新生児輸血に用いる
院内採血した血液の適正な製造体制・順守基準」が発
表されている２０）．冒頭，「この提言はけっして安易な院
内採血を促すものではない．院内血の使用は，あくま
で患児の救命および後障害予防のため，やむをえず行
う最後の手段であることをあらためて強調したい．」と
述べられている．

終わりに
「輸血療法の実施に関する指針」に述べられている院
内採血に関する記述１）は，概ね妥当であることが確認さ
れた．一方，欧米では主に臨床研究としてWFWBが日
常診療の大量出血に用いられている１７）１９）． WFWBや，
本論文では議論しなかったが院内同種血採血によるク
リオプレシピテート作製についての議論も必要と思わ
れる．
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